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単元構想シートの例 

①本単元で身に付けさせたい資質・能力を設定する。 

・「資質・能力」とは「学習指導要領の指導事項」そのも

のです。 

②児童生徒の実態を捉える。 

③教材文を決定する。 

・「教材文を教える」のではなく「教材文で教える」意

識を持つことが大切です。 

④単元に合った言語活動を設定する。 

・国語科において、話す・聞く、書く、読む活動すべて

が言語活動です。「何を」「どのように」話したり、書い

たり、読んだりさせるのか、教師が明確な意図を持って

設定することが重要です。 

・身に付けさせたい資質・能力を育成するのに適した言

語活動になっているかを吟味します。 

⑤指導計画を作成する。 

〈第１次〉 

・この単元で身に付けさせたい資質・能力を伝え、学

習計画を立てます。 

〈第２次〉 

 ・「９の視点」を基にして、第２次の指導計画を作成し

ます。「構造の理解」「内容の理解」「考えの形成」がバ

ランス良く、落ちなく学習できるように計画します。 

〈第３次〉 

 ・筆者の主張や論の展開の工夫のすばらしさについて

自分の考えをもたせるとともに、その良さを活用でき

るような言語活動を設定しましょう。 

説明的文章の授業づくり（その２） 

「単元構想シートの作成」 

次は、（その１）で確認した「９の視点」を生かして、「単元構想シート」を作成しましょう。 

「単元構想シート」とは、児童生徒の実態や身に付けさせたい資質・能力から言語活動を設定し、指

導計画を作成するためのシートです。シートの作成をとおして、授業改善を図り、児童生徒の読解力

を高めましょう。 

「単元構想シート」の作成手順 

「９の視点」を活用した教材研究を基に「単元構想シート」を作成することで、児童生徒に身

に付けたい資質・能力や単元の指導事項が明確になります。「構造の理解」「内容の理解」「考えの

形成」をバランス良く、落ちなく学習できるように計画しましょう。 


